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令和４年度【限定】東・西日本学生バドミントン選手権大会組み合わせ基準 

 

 今年度も全日本学連主催大会の運営に関してご協力をお願いいたします。 

早速ですが、ご承知のように昨年度（令和３年度）及び一昨年度（令和２年度）は新型コロ

ナ感染拡大の影響で全日本学連主催の東・西日本学生バドミントン選手権大会（東西インカ

レ）を中止せざるを得ない状況になりました。 

 したがいまして、上記大会に関する現行の組み合わせ基準（東西インカレ：2018．2．25．）

は適用できず、新たに「令和４年度【限定】の組み合わせ基準」を作成し、東西の組み合わ

せ基準の方向性を統一して運営する必要があります。 

 そこで、昨年度の令和３年度限定組み合わせ基準同様に全日本学連運営本部競技部で作

成しました「令和４年度【限定】組み合わせ基準及び添付資料」の方向性に沿って大会を運

営していただくことになります。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 

【添付資料】 

※参考例として提示した資料は「東西インカレ：MT・MS」組み合わせを想定している。 

※「前年度本大会」部分を「令和３年度全日本インカレ」に読み替える。 

※「前年度（令和３年度）全日本インカレ」及び「直近の日本ランキング」部分は基準通り

適用する。 

※令和３年度限定基準と同様に、組み合わせ基準の基本的な「方向性」：実績から数集計 ⇒ 

比率で案分 ⇒ 各学連へ割り振り ⇒ 各学連内ランキング ⇒ シード位置抽選」を適用

する。 

 

（１） 日バからの要請による遠征などで東西インカレ欠場の場合の全日本インカレ出場権

については、現行規定「全日本インカレ個人戦組み合わせ基準：４」の通りとする。 

（２） 新型コロナ感染などが要因で大会を棄権する場合や教育実習などの修学上必須であ

る学校行事で大会を棄権する場合は、医療機関や大学の客観的な（公式）証明書を

主管学連に提出し、棄権の是非は主管学連の会長が主催学連会長と協議して判断す

る（団体・個人） 

全日本学連運営本部 
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